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を草創してより以降、 官位と云ひ、 俸祿と云ひ、 其の恩
に山岳よりも高く、 溟渤よりも深し。報謝の志淺からんや。
而るに今
臣の讒に依つて、非義の綸旨を下さる。名を惜しむの族は、早く秀康・胤義等を討ち取り、三代將軍の
跡を全うすべし。但し、院中に參ぜんと欲する
は、只今申し切るべしてへれば、群參の士悉く命に應じ、且つ
は
に
みて
報を申すに委しからず、只命を輕んじて恩を報ぜん事を思ふ。寔に是れ忠臣國危きに見るとは、此
の謂か。武家天氣を背くの
りは、舞女龜菊が申
に依つて攝津國長江・倉橋兩庄の地頭職を停止すべきの由、二
箇度宣旨を下さるるの處、右京兆諾し申さず、是れ幕下將軍の時、
功の賞に募りて定補せらるるの輩、指せる雜
怠無くして改め
き由、之を申す。仍つて
鱗甚しきが故也と云々。………Ａ
( ア
)( イ
)

〃
　
３
・
 ５・
19条
155
1142後＝
左衛門＝
尉
　　
後記
2144に
見す。……Ｂ
156
3142大＝
夫
官基＝
綱
　　
今日、六波羅の飛脚
6
びに大
―
―
―
―
―
―
夫
官基綱が使
8
8
參着す。申して云はく
■■■■■■
、去ぬる十四日、基綱木津
河の北に向ひ、 使
を河の南
 神木の御座處
 に
はすの處、
徒皆來臨するの間、 御成敗の趣、 具に問答す。
徒一々に承伏す。
仍って同廿一日、 神木を本
に、 し奉り、
日廿二日、 殿下の御亭に宛
（光イ）
三儀を行はる。同じく御參内を刷ふと云々。
………Ａ
( ア
)( イ
)　

嘉
２・
 ２・

28条
157
4142後＝
大夫
官
＝
基綱＝
　　
南都の事、寺
門
を開き、神木歸坐す。使
の功たるの由、殊に其の沙汰
り。御感の御
書を
―
大夫
官基綱
 當時在京す。
 が許に
はさると云々。又、南都 住侶に武藏得業隆圓といふ
り。其の志を武家
に
び奉る。仍つて六波羅駿河守
びに使
基綱、内々隆圓に談ぜらるるの旨
る間、
徒に對して關東の威勢
76
を輝かし、潜かに又、諷詞を加ふ。之に就きて、蜂
忽ちに靜謐し訖んぬ。基綱其の趣を注
3
3
せしむる3
に依つて、
今日同じく感じ仰せ
はさる。凡そ、世の爲、寺の爲、關東の奉爲に第一の奉公なり。尤も感じ思し食すと云々。
………Ａ
( ウ）

　　
〃
　
２・
 ３・

21条
158
6142佐渡守基綱
　　
議を經られ、南都の騒動を鎭めんが爲に、暫く大和國に守護人を置き、
徒知行の庄園を
沒
收し、
悉く地頭を補せられ
んぬ。又、畿内
國の御家人等を
催し、南都の
路を塞ぎ、人々の出入を止むべきの由議
定
りて、印東八郞・佐原七郞以下殊に
れたる勇敢壯力の輩を撰び
はさる。
徒若し
、敵對の儀を成さば、
更に優恕の思ひ
るべからず、悉く討ち亡ぼさしむべしと云々。且つは各々の死を致さんと欲すべきの由、東士に
ては直に仰せ含めらる。京畿の
に至りては、其の趣を六波羅に仰せらる。又、南都領の在
、悉く知しめさる
べからざるの處、武藏得業隆圓密々に其の注文
3
を佐渡守基綱に與へ、基綱關東に
り
ずるに就きて、地頭に新補
せらると云々。………Ａ
( ウ）

〃
　
２・
10・５条
159
７142佐渡守基綱
　　
佐渡守基綱、京都より參向す。南都靜謐の條々の事、之を申し入る。此の事の内外の計、
に武藏
得業隆圓が忠に依るの由、之を申す
■
。其の趣、六波羅駿河守
重時
。の去ぬる十一日の
3
に載す3
と云々。………Ａ
( ア
)
( イ
)( ウ）

〃
　
２・
12・
29条
160
1144武州
　　
前記
７117に
見す。……Ａ
( ア
)( イ
)
161
2144武州
　　
今日、使
を關東に
はす。是れ今度の合戰の間、官兵を討ち、又、疵を被り、官兵の爲に討ち取らるる
、彼是數多
り。關
官代・後
左衛門尉・金持兵衛尉等、之を
ね究め、其の交名を注して
3
、武州に
る。仍
77
つて
功の賞を行はれんが爲に
はす
なり。中太彌三郞飛脚
6
たりと云々。………Ａ
( ア
)( ウ
)
承久３・
 ６・
18条
162
3144武州
　　
去ぬる十六日の武州の飛脚
6
、今夜丑の刻
2
、
倉に到着す。合戰無爲、天下靜謐の次第、委細の書
3
3
を披き、
公私の喜悅、喩を取るに物無し。
時に卿
雲客の罪名以下、洛中の事の定め
り。大官令禪門、文治元年の沙汰
の先
を勘へて、之を
計ひ、事書を整ふ。
士
官代隆邦筆を執りて、之を註すと云々。………Ａ
( ア
)( ウ
)　　　

〃
　
３・
 ６・

23条
163
4144武州
　　
後記
1151に
見す。
………Ｂ
164
5144武州
　　
前記
９117に
見す。
…… Ｂ
165
6144武州
　　
前記
10117に
見す。
…… Ｂ
166
７144武州
　　
前記
11117に
見す。
…… Ａ
( ア
)( イ
)
167
3145武藏太郞
　　
後記
2158に
見す。
………Ｂ
168
1148關＝
官＝
代
　　
前記
2144に
見す。
……
Ｂ
169
1151駿＝
河
司
＝
　　
子の刻、安東新左衛門尉光成六波羅に着く。洛中城外の謀
の輩斷罪せらるべき條々、具に之を申す。
州・武州、關東の事書を披き、駿
―
―
河
司・毛利入
が如き
議
りと云々。
………Ｂ

〃
　
３・
 ６・
29条
170
1154安東新左衛門尉光成
　　
前記
1151に
見す
。
………Ｂ
171
2158
摸
＝
掃部助＝
　　
奧州後室禪尼、二位家の仰せに依つて、伊豆國北條郡に下向し、彼の
に籠居すべしと云々。其
78
の科
るが故なり。伊賀式部
光宗、信濃國に配流せらる。舍弟四郞左衛門尉
行・同六郞右衛門尉光重等、
摸
─
掃部助・武藏太郞が預りとして、京都より直に鎭西に配流すべきの旨、仰せ
はさる。此の兩人は、
公羽林
の上洛に
從するの後、未だ歸參せずと云々。………Ｂ

貞應３・
 ８・

29条
172
3158時盛
　　
後記
3164に
見す。………Ｂ
173
1160南條七郞二郞
　　
後記
1162に
見す。………Ｂ
174
1162美
＝
濃澤右
二
＝
郞
　　
武州、御書を右
將監多好方に
はさる。是れ和琴の秘曲を美
―
―
―
―
―
―
―
濃澤右
二郞に授くるの由、申
し
るの間、神妙の趣、賀せらるる
なり。此の曲の事は、先日、南條七郞二郞に
せしむべきの旨、仰せ
は
さるる處、母の
勞に依つて歸參するの間、美濃澤たるべきの由、仰せられ訖んぬ。………Ｂ
　　

寛喜１・
12・
17条
175
1643重時
　　
去ぬる廿三日、臺嶺の
徒、三
 十禪師・客人・八王子
  の神輿を花洛に動かし奉る。是れ
江國高嶋郡田中鄕地頭佐々
木次郞左衛門尉高信が代官と日吉の
人等と鬪亂を
すが故なり。而るに神輿入洛の時、例に任せて官軍
禦ぐの
間、官人疵を被り死悶に至るの由、之を訴へ申すに就きて、彼の刻に先陣の輩の中、右衛門尉
政・兵衛尉
信等、
流刑せらるべきの由、定めらる 上 高信を鎭西に配流すべきの由、六波羅に仰せ
はさるる
なり。神輿の入
洛は先
りと雖も、今度の次第に
ては、殆と上古の
藉に超へたり。仍つて張本を召し出され、後昆を誡めら
れんが爲に、殊なる重科にあらずと雖も、先づ御家人等に
ては、山徒の鬱陶に任せて
當の咎に處せらると云々。
其の
條々の沙汰
り。奏聞の爲に、今日御敎書を二條中納言
忠高
に
はさる。田中鄕地頭高信が代官と住民と喧
79
嘩の事、先日重時・時盛、事の由を注し下すの間、兩方を決せられ、御沙汰
るべきの由、貫主に言上し
んぬ。
更に是れ高信を優恕するの儀にあらず、高信罪科候はば、爭か炳誡を加へざらんや。神人の訴訟
々の處、是非を
糺
せずんば、 傍輩
つに乘つて濫訴
ゆべからざるに依つて、 其の趣を申さしむる計なり。
以上。
次に、
徒に
ては、
且つは聖斷を仰ぎ、且つは關東の左右を
待つべきの處、忽に神輿を動かし、天聽を驚かし奉るの條、理不盡の惡
行、不可
の次第に候。張本に至りては、早く其の身以下を召し出さるべきの趣、之を載せらると云々。………Ｂ


文
２
 ・７・
29条
176
4164六波羅駿河守
　　
前記
4142に
見す。………Ｂ

177
5164六波羅駿河守重時
　　
前記
７142に
見す。………Ｂ

178
1646 重時
　　
京都の使
8
8
參着す。去ぬる五日、主上
春秋十一
。御元服。御加冠
攝政
。理髪
左府
。能冠
 内藏守顯氏
臣と云々。
又、去年十一
、洛中の群盜を
鎭むべき間の事、
定
りて、
州
─
に仰せらる。
州
─
之を申さるるに就きて、公家、使廳等に
仰せ付けらると云々。
彼の3
3
等到來す
(
堀河中納言宛右大辨經光
びに
摸守 《重時》 宛權中納言親俊書
略
) 。
………Ａ
( ア
)( ウ
)
仁治２・
１・
19条
179
1165新＝
官＝
光村
　　
今日、新
─
─
─
─
─
官光村、京都より歸參す。使
の賞に依つて去ぬる十四日、使の宣旨を蒙ると云々。皇
子降誕の事を賀し申さるる御使なり。………
Ａ
( ア
)
寛喜３・
 ４・
29条
180
174大＝
納言
都
＝
隆辨
　　
京都の使
8
8
參着す。去ぬる十日午の刻、皇子降誕すと云々。此の御加持の爲に大
―
―
―
―
―
―
―
納言
都隆辨、
去年上洛す。件の勸賞として、同廿日法印に敍す。此の御誕生、別して將軍家の御慶賀たり。御外戚 寄
るが故
なり。仍つて御息災御
の用
の事、御沙汰たるべしと云々。………Ａ
( ア
) 
寛元１・
 ６・
18条
80
181
1174大納言法印隆辨
　　
大納言法印隆辨京都より歸參す。去ぬる六
十日、皇子誕生の御加持たり。之に加えて同廿一
日、今出河入
國の
病を
り、忽に
氣に屬せしむ。旁々効驗を顯はすの由と云々。………Ａ
( ア
)

〃
　
１・

10・
21条
　　　
〈賴嗣將軍記〉
182
179飛脚
　　
夕に及びて2
、六波羅の飛脚
6
參着す。合戰の事に依つてなり。是より
はさるる
の飛脚、去ぬる九日入洛す
るの間、御敎書を冷泉太政大臣殿に付け
じ、執柄に申す。
ち又、奏
に及ぶと云々。世上無爲に屬する事、殊に
悅び聞しめさるる
なり。…
……Ａ
( ア
)

寶治１・
 ６・
14条
183
6158越＝
後入
圓
＝
　　
野本次郞行時、名國司
の事、父時員能登守に任ぜらるるの時、成功に付けず、直に拜除せし
むるの上は、彼の例の如く 臨時内給たるべきの由、之を申す。淸左衛門尉奉行として、今日沙汰
り。其の父時
員は、越
―
―
―
―
―
―
後入
圓に屬し、在京の時、彼の内擧に付きて自然に任ぜしむるか。法を堅めらるるの後は、例とする
に足らざるの間、輙く許容に覃び
きの旨、仰せ出さる。又、臨時内給の事、三分の官等
ては、事の躰に依つ
て、之を申し
けらるべし。名國司以上に至りては、其の競
を停止せらるべきの由と云々。………Ｂ

建長２・
12・９条
81
　　　
〈宗
親王將軍記〉
184
6174若
＝
宮別當
＝
正隆＝
辨
　　
若―
―
―
―
―
―
宮別當
正
隆
―
―辨
。京都より歸參す。是れ園城寺三摩耶戒壇の事に依つて、去季九
十四日
上洛す。今年正
四日、奏
せしむるの
許に就きて、山徒
訴に及ぶの間、同廿日官符を召し
さる。同廿一
日、寺門の
徒
正仙
・法印淨
・忠
以下
綱三十餘輩、金堂に集會し僉議を凝す。同廿三日
散すと云々。
………Ａ
( ア
)
正元２・
 ３・
 １条
185
1185 伊＝
勢入
行
＝
願
　　
山門・園城寺騒動の事に依つて、去夜六波羅の使
8
8
、經任
3
3
臣の奉書3
3
びに注3
3
3
を持参す。御
使伊
―
勢入
行
―
願
 使
に依つて
去年より在京す。
書3
3
等披露
るべし。而して今年
定始以
と雖も、
事たるの間、 日次の沙汰に及ばず、
今日
定
り。但し、人々布衣を着せず。又、盃酌無し。是れ
定始の禮にあらざるか。
年此の如きの例無しと
云々。
州出仕せしめ給ふ。尾張入
見西・越後守實時
( 中略
) 對馬
司倫長・勘解由
官康
等其の座に候ず。佐
民部次郞業
事書等を執筆す。議畢りて泰盛・心
之を持參す。上覽の後、 使
を
議の座に召し、 御
事を下さる。
時使歸洛せしめ畢んぬ。………Ａ
( ア
)( ウ
)
文永２・
 １・
 ６条
186
1187和
＝
泉
司行＝
方
　　
辰の刻2
、京都の飛脚關東に參着す。是れ先日上洛の使
和―
―
―
―
―
―
泉
司行方・武
左衛門尉景賴奏聞
に就きて、宮御下向の事、去ぬる一日より仙洞に
て
々其の沙汰
り。殿下
度參り給ふ。但し、三
の宮
淮后の腹。
十三
の宮
大納言二品の腹。
兩
の間、何れの御方御下向
るべきやの事、之を
ね仰せらるるに依つて、兩六波羅馳せ申す
82
なり。奥州・
州等會合し、群議を經られ、十三
の宮御下向
るべきの旨、之を申さる。仍つて同日申の刻に
及びて飛脚歸洛す。………Ｂ

建長４・
 ３・
 ５条
187
1188武＝
左＝
衞門尉＝
景賴
　　
前記
1187に
見す。………Ｂ
188
2193内藏權頭親家
　　
當參人數の中、或いは然るべきの仁、或いは要樞の輩を撰び、始めて廂
を結番せらる。此の事、
仙洞の儀を以て關東に摸せらるるの條、頗る其の憚り
るべきかの由、
州禪室に仰せ合はされ、答へ申さるるの
に就きて、内藏權頭親家・
江十郞左衛門尉賴
等を以て御使として、内々叡慮を窺はるるの處、
許
り。亦、
侍の參昇は何樣たるべきかの趣、之を問ひ申さる。其の境に
て
ひ思しめさるる侍に至りては、人數定めて足ら
ざるか 旨、之を仰せ下さると云々。縡已に嚴重 間
衛少將以下等を以て番頭と爲す。故に御震筆を染め、御
簡を書かしむ。御
紙は唐紙を用ゐらるる
なり。此の間、珎事
り。賴
使
として、名字を番頭の脇に載せら
るべし。然らずんば
無きの由、頻りに之を訴へ申す。沙汰
りて之を閣かる。
( 下略
) ………Ｂ

正嘉１・
12・
24条
189
2195
江
＝
十郞左＝
衛門尉
＝
賴
　　
前記
2193に
見す。………Ｂ
　
右掲の全Ｅ記載に就き、其処に包含されているＦ記載、即ちＡ記載に関して、此れが全Ｅ記載中に在って如何ように
所
見されるかを歴代の各將軍記毎に考察してみよう。斯かる作業を試みるに当り、先ず、Ｆ記載の事例
(
以下、之をＦ事例と略称する。
) 、
即ちＡ記載の事例
(
以下、之をＡ事例と略称する。
) と、全Ｅ記載の事例中から、件のＦ事例
( Ａ事例
) を除いたＢ記載の事例
(
以下、之をＢ事例と略称する。
)
とを甄別して列挙することから始めよう。
